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要旨： 2021 年度に本学デザイン学部に建築学科と大学院建築学専攻が新設予定である。
国際的視野を有する建築家養成を目的とする場合、海外建築研修と国際交流をカリキュラ
ム化することは必須であり，当然この様なカリキュラムは志願者への訴求効果も期待でき
る．優れた古今の建築を学ぶことが建築設計に重要と考え､筆者等は 2014-18 年度にかけて、
77 名の学生参加者を得て延べ 4 回、9 ヶ国･23 都市の研修･交流を実施した。本事業の教育
効果は､体験による生きた建築史の修得のみでなく、建築空間観察の感動が､設計の創造力
を育み､延いては建築理論構築に道を拓くとの考えから、2018 年度には参加者からアンケー
トを聴取し効果の検証を行った。その結果、本研修の有用性や課題が明らかになったのでそ
の一端を紹介すると共に、現地で相互交流を行うための大学間連携の経過を示す。  
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１ はじめに 
 本学では第 3 期中期計画において、2021
年度にデザイン学部建築学科とデザイン
学研究科建築学専攻(以下､建築学科・専攻)
の新設が予定されている。筆者はかねてよ
り建築・都市デザイン領域において建築家
養成に携り､国際的視野を有する専門家育
成のために､教育力向上支援による海外建
築研修や国際交流(以下、研修・交流)を実施
してきた。この事業は今後の建築学科・専
攻のカリキュラムにおいて､これまで以上
に建築教育上の重要な意義と可能性を持
ち､また本学志願者への訴求効果も期待で
きると考えられるので､本論で国際交流を
含めた海外建築研修のカリキュラム化の
必要性と意義について試論してみたい。 
国内外の建築教育に関する動向は､社会
要請としての｢品質保証｣と｢グローバル
化｣*1 が後押しして､近年日本建築学会を中
心に建築教育の枠組みの見直しが活発化
している*2。本論のサブテーマ「2021 年度
新設の建築学科・専攻における教育プログ
ラムを展望して」は､新カリキュラムにお
ける研修・交流が果たす､建築教育力向上
への提言である。 
 
２ 建築教育制度の現状 
1.建築教育と国家資格 
 我が国の建築教育は､国土交通省が規定
する建築士国家資格受験に必要な｢指定科
目｣の履修を中心に体系付けられている。
指定科目は､建築設計､建築史､構造､法規､
など建築学各分野を網羅しているが､学内
講義が大半で､学外科目はインターンシッ
プのみである。｢知識｣に偏重し､実際の｢空
間体験｣に脆弱な建築教育制度といえよう。 
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 2.所属学部の違いによる建築学科の特徴 
我が国の建築学科は､工学部かデザイン
系学部への所属が通例であるが､欧米に倣
って建築学部へ昇格させる大学が相次い
でいる。一方、建築士試験の指定科目は、
建築学科の所属学部いかんに関わらず同
一基準であり、建築学科の教育方針は各大
学に委ねられている。本学ではデザイン系
学部の特徴を生かして､意匠設計や建築計
画を重視しながら､実際の建築空間に身を
おいて､学び､考え､解決する､現場（体験）
主義を重視した建築の実学を修得するこ
とを教育目標としている。 
 
3.建築の本質をいかに学ぶか 
 優れた建築を知らずして､建築を学び設
計することができないのは自明である。建
築教育には従来の知識修得型教育に加え
て ､実際の建築空間体験の双方をバランス
良く修得できる教育環境が必要である。 
 人類の歴史と風土を紡いだ建築遺産は､
古今東西の別なく点在しているが､通信と
物流が発達した今日にあっても､実際の建
築空間を体験するには現地に赴く以外に
方法がなく、変わることのない建築教育手
法である。建築空間体験が建築家の卵たち
に与えるであろう､知識と空間体験の間に
横たわる予期せぬ差異と未知なる感動に
こそ､建築教育において、学生が自ら育つ
芽があるといえよう。  
 
３ 海外建築研修と国際交流プログラム 
平成 26 年に開始した研修・交流は、現場
主義を重視した教育プログラムであり、
「研修前学習」、「研修・交流」と「評価・
公表」の 3 段階で構成されている。 
□第 1 段階：研修前学習 
渡航前の調査・学習段階。研修テーマに
基づいた筆者達による建築・都市講義と､
学生による文献調査と発表をして、建築や
都市がよってたつ社会や風土､芸術史と建
築との相対関係について知見を得た。学生
が調査した建築資料は、学生自ら編集・装
丁して｢資料集｣(図 1)に製本した。田内雅規
大学教育開発センター長による特別講義､
筆者達による簡易イタリア語､簡易スペイ
ン語講座も開講。渡航時の安全確保は､外
務省海外渡航安全ページ､在日当該国大使
館､本学事務局の安全講習会で確認した。
事業評価にむけた渡航前学生アンケート
を実施。参加募集は学内ポスター掲示に限
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□第 2 段階：研修･交流 
 海外渡航して研修･交流する実施段階。
第１段階の研修前学習で得た知見を、実際
の建築空間で体得する最重要の教育課程。
文献や映像から得た知見をもって､建築空
間が意味する真の価値や普遍性を学び取
るのは困難である。実際の空間体験により
初めて学生は、建築空間のディメンション､
スケール感､空気感､光と闇の交錯、壁の圧
迫感､組積造の圧倒的量感に加えて､建築
図 1：研修前「資料集」2014,15,16,18 年度 
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 空間が誘う無限のインスピレーションや
創造上のヒントなどを体得することがで
きる。こうした建築設計に不可欠な創造力
や発想力は、優れた建築空間が人間の五感
を通して発現する教育効果なのである。 
 
□第 3 段階：成果の評価・公表 
 帰国後の学習作業。現地で研修・取得し 
た建築資料を､学生が｢研修記｣(図 2)に製本。
また､本学デザイン学部棟にて写真展で研
修成果を発表。まとめに、学生アンケート
の分析・評価を本紀要にて公表した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 海外建築研修と国際交流の実績 
 海外建築研修は､2014-18 年度の 5 年間に
4 回開催して､延べ参加学生数 77 名(建築学
生 48 名)･44 日間･9 ヶ国･23 都市におよん
で実施した(表 1)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 海外建築研修プログラム 
各年度の研修テーマと概略は次の通り。 
 
□2014 年度：｢地中海芸術と建築文化 1｣ 
 第１回海外建築研修。西洋建築史で｢古
典主義建築｣の系譜に属する､ギリシア・ロ
ーマ建築､ルネサンス建築､ビザンチン建
築を体系的に学んだ。訪問順序は最初にギ
リシアのアテネ(図 3)､ミケーネ､エピダウ
ロス､コリントスを研修。次いで、古代ロー
マからルネサンス建築の流れを追って､ロ
ーマ､ピエンツァ､シエナ、サン･ジミニャ
ーノ､フィレンツェ､ルッカ､ヴェネツィア
を研修。最後にビザンチン建築が残るトル 
コのイスタンブール(図 4)に渡る 14 日間の
研修。筆者の研修前講義 5 回と簡易イタリ
ア語講義を開講した。渡航学生数は 41 名。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
++ 
    
図 2：「研修記」2014,15,16,18 年度 
表 1：2014,15,16,18 年度 海外建築研修と国際交流の経緯  
図 3パルテノン神殿,アテネ 図 4ハギア･ソフィア 
前 438 年,ドーリア様式    イスタンブール,360 年 
古典主義建築の規範     ビザンチン建築の白眉 
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 □2015 年度：「地中海芸術と建築文化 2」 
 第 2 回海外建築研修。地中海西側で発達
したロマネスク建築とゴシック建築に加
えて、近現代建築を切り拓いたフランスと
スペインで研修。研修都市は最初にフラン
スのパリ､マルセイユ(図 5)､ガール､ニーム。
ついでスペインのバルセロナ(図 6)に移動
して 9 日間で研修した。渡航前講義 4 回と
マセド准教授による簡易スペイン語講義
を開講。渡航学生数は 8 名。 
 
 
 
 
 
 
 
 
□2016 年度： ｢北欧芸術と建築文化」 
 第 3 回海外建築研修。北欧は優れたモダ
ニズム建築を発展させて世界に影響を与
えた。研修都市はスウェーデンのストック
ホルム(図 7)とデンマークのコペンハーゲ
ン。最後にフィンランドのヘルシンキとト
ゥルク(図 8)に移動して 9 日間で研修した。
研修前講義 4 回を実施。渡航学生数は 16 名。 
 
 
 
 
 
 
 
 
□2017 年度 
 教育力向上申請するも受理されず。 
６ 新プログラム:海外建築研修と国際交流 
2018 年度は,建築学科・専攻新設時のカリ
キュラム化を念頭にして､海外建築研修に
国際交流を加えた新プログラムとした。 
 
□2018 年度：｢ルネサンスからバロックへ｣ 
第 4 回海外建築研修と第 1 回国際交流。 
国際交流先は、｢学術協定締結｣予定のフィ
レンツェ大学建築学部である(図 9)。 
同学部では筆者友人 F･アリゴーニ教授、世
界的建築家 A･ナタリーニ名誉教授達によ
る、イタリア現代建築の貴重な講義を受講
(図 10)。同教授達と意見交換後、イタリア
人学生の設計作品展示を閲覧した。 
 
 
 
 
 
 
 
フィレンツェで誕生したルネサンス建
築はローマに移植され,後にバロック建築
を生んでプラハに移動した。海外建築研修
は,ローマ(図 11)からフィレンツェ,プラハ
(図 12)まで 11 日間の研修。渡航前には､田
内雅規先生による特別講義、筆者達による
研修前講義 5 回と簡易イタリア語講座を開
講。渡航学生数は 12 名。 
 
 
 
 
 
 
７ 新プログラムの評価 
図 7 ストックホルム市庁舎  図 8 トゥルクの礼拝堂   
ストックホルム,1923 年    トゥルク,1941 年 
エストベリ,北欧ロマン主義  ブリュックマン 
図 5 ル･トロネ修道院     図 6 バルセロナ館   
マルセイユ近郊,1160 年頃   バルセロナ,1929 年 
ロマネスク,現代建築に影響   ミース,モダニズム 
図 9 フィレンツェ大学  図 10 講義風景 
建築学部展示室       左:F･アリゴーニ  
右:A･ナタリーニ 
図 11 ｻﾝ･ｶﾙﾛ･ｱｯﾚ･ｸｱｯﾄﾛ･ﾌｫﾝﾀｰﾈ 図 12 王宮内図書館 
ローマ,1641 年        プラハ,16-18 世紀   
F･ボロミーニ,バロックの傑作  チェコのバロック 
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 ７ 新研修･交流プログラムの評価 
フィレンツェ大学国際交流を加えた新
研修プログラムの教育効果について、2018
年度学生アンケートを中心に分析する。 
 
□5 つの観点と評価方法 
 新プログラムの教育目標とした、次の 5
つの観点を基準にして評価する。１.国際交
流の意義 2.建築教育プログラムの充実  
3.学習への新たな視点 4.語学習得の認識  
5.海外留学の意欲。新プログラムの達成度
は､研修前後の学生自己評価アンケートに
より教育効果を検証した。これらの観点に
対する定義は次の通り(表 2)。      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□教育効果の達成度 
 
 
 
 
 
観点 1. 国際交流の意義  
 ｢国際交流の必要性、日本の文化･建築へ
の再認識など｣についての設問。全ての学
生が研修前後を通じて、国際交流の必要性 
(図 13) と、今後の社会や建築への理解や再
認識につながると回答した(図 14)。 
 
 
 
                                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
観点 2. 海外建築教育プログラムの充実  
 「研修・交流プログラムに参加した動機・
目的の達成」についての設問。参加学生 12
名全員が「興味を寄せる建築があるから」
を理由に参加目的を達成できた、と回答し
た。「建築設計にとっての必要性」は 9 名､
「海外留学の予定」は 5 名が､参加目的を
｢達成できた」・「少し達成できた」と回答し
た(図 15)。10 名の学生から研修・交流のカ
リキュラム化の要望が寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
                                                       
 
観点 3. 建築学習への新たな視点 
 「知的好奇心の充実につながったか」に
ついての設問。参加者全員が「つながっ
た」・「少しつながった」と回答しており（図
16）、本研修・交流の教育効果が確認できた。 
表 2 5 つの観点と定義 
図 13 国際交流の必要性 
図 15 参加動機・目的の達成 
図 14 社会や建築への理解や再認識 
アンケート概要 n=12 
対象 2018 年度研修・交流参加学生 12 名 
      建築･都市デザイン領域 2･3 年生 10 名 
    デザイン工学科 1年生 2名 
日時 研修前アンケート 2018 年 07 月 17 日 
    研修後アンケート 2018 年 11 月 10 日 
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観点 4. 語学習得の必要性の認識  
 「語学力の必要性」についての設問。参
加者全員が｢必要｣・｢少し必要｣と回答して
おり、語学習得の必要性に対する認識の高
さが確認できた(図 17)。一方､｢語学習得へ
のモチベーションが向上したか｣または
｢語学習得の計画作りにつながったか｣と
の設問に対しては､研修前の回答数に比べ
て、研修後に「向上した」「つながった」と
回答した人数が下回る結果となった。この
ことは、語学習得の必要性を認識しつつも､
習得に向けた具体的な動きにつながって
おらず、課題が残る結果となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
観点 5. 海外留学の意欲 
 「海外留学の意欲向上につながったか」
との設問。研修前は｢つながると思う｣が 6
名｢少しつながる｣が 5 名であったが、研修
後は｢つながった｣が 8 名「少しつながった」
が 3 名と、微差ではあるが海外留学への意
欲向上が見られたことは、成果の一つとし
て捉えたい（図 18）。 
 
 
 
 
 
 
□参加学生による自由記述 
 研修後アンケートの自由記述で、｢どの
ような成果が得られたか」に関する設問。
代表的な学生の意見を挙げる。（原文） 
1. まず、教科書でしか知らなかった建物を
実際に目で見ることで細部やスケール感
などを知ることが出来て､知識が身につい
た。次に､日本との国民性や価値観､考え方
の違いを学び､建築が彼らにとってどうい
った意味をもつのか知りたくなった。日本
建築を学び直したいと思うようになった。 
2. 海外の講義を受け､その後学生の模型･
プレゼンシートを見たときに､差を感じた。
自分たちの見ていた世界が狭く感じた。 
3. 一度の研修で異なる時代・様式の建築を
見ることができて良かった。実際に訪れて
みると想像していたものとは違った。フィ
レンツェ大学の講義も貴重な経験だった。 
4. 建築だけでなく語学を学ぶことについ
ての興味が増した。勉強して英語を話せる
ようになりたいと思った。 
5. 前よりも海外へいくことに不安がない。
もっと世界を知りたいと知識欲がました。 
 
□アンケートにみる事業評価 
1. 新研修･交流プログラムの 5 つの観点 
 2018 年度に刷新した新研修・交流プログ
ラムは、アンケートの 5 つの観点に照らし
て、国内では習得が困難な現地空間体験に
よる教育成果が認められた。 
図 17 語学習得の必要性 
図 18 海外留学の意欲向上 
図 16 知的好奇心の充実 
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 2. 語学習得のモチベーション向上 
アンケート分析「観点 4.」で､学生は語学
習得の必要性を認識しているが、その計画
つくりは渡航前に比べて渡航後の回答数
が減少した。これには、模型など意思伝達
ツールを使った現地学生とのワークショ
ップ開催等により、平易な意思疎通から語
学習得の意欲向上を図ることもできよう。 
 
3. 学生の参加動機と需要 
 学生による事業への主たる参加動機は、
ヨーロッパ文化への憧憬であることが「観
点 2. 参加動機」で明らかになった。費用の
多寡や、教員による勧誘の有無に影響され
ないこの傾向は、全 4 回研修で変化がなか
った。ポスター掲示に限定した参加募集、
費用を全額個人負担した学生や、3 回連続
参加学生の存在なども傍証である。今後の
研修・交流は､学生需要の把握とそれに応
えうるプログラム構築に成否要因がある。 
 
８ 海外建築研修と国際交流の役割 
□建築設計と建築史 
 建築教育における研修・交流の狙いは、
知識と実際の空間体験をつないで、社会背
景、風土、理論、技術など、建築成立要因
の全体像を理解することにある。従って、
研修・交流は、その後の設計や建築理論構
築にむけた建築教育の事始めであり､学術
的奥行きの入口でもある。 
建築史科目が学内講義の要であるのは、
設計と密接な関係にある、建築理論形成の
｢橋渡し｣を役割とする学域に他ならない。
一般に建築史教育は、文献と映像の 2 次元
視覚情報に偏重しているが、建築は 3 次元
空間と立体形態の複合体であるから､空間
体験を欠いた建築史教育は、建築の本質を
見誤る脆弱性を孕んでいるといえよう。 
 建築学の究極目的が優れた設計にある
ことは多言を要しない。一方、設計はその
生成母体となる建築理論を欠くことがで
きない。言い換えれば、建築理論の構築は
設計と一対の行為であり、理論は建築形態
に姿に映して顕現する相即関係にある。 
 
□研修･交流の学術的奥行き 
 研修･交流が意味するところは一様では
ない。いわんや、物見遊山や好事家の海外
旅行であろうはずもない。研修・交流の学
術的射程と奥行きは､至近に建築史の修得､
彼方には建築設計の創造性喚起やインス
ピレーション育成、延いては建築理論構築
に行きつく。つまり､古典建築にせよ近現
代建築にせよ､「過去は進むべき道の手が
かり､あるいは時代を超えて響く賢者の声」
*3 であり、建築教育の苗床なのである。従
って､建築史が同時代的であり､建築家の
卵たちが歴史から設計に資する美の規範､
着想､刺激､理論を得るに至るのは自然な
流れとなり､設計への｢道しるべ｣への到達
こそが､研修・交流の真の射程といえよう。 
こうした未知の空間体験が、新時代の建
築を切り拓いた例は枚挙にいとまがない。
例えば､15 世紀に古代ローマを再評価して
フィレンツェで誕生したルネサンス建築
は壮大な事例である。あるいは､フィレン
ツェ大聖堂に憧れて渡伊した故芸大教授
吉田五十八が｢血が違う。」と述べ､その後
伝統的日本建築の近代化を成し遂げたの
は誰もが知るところである。 
人類が紡いだ壮大な建築遺産の普遍性
は、現代の創造性に連鎖しているのである。 
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 2014-18 年度に実施した研修・交流の実
績と評価に照らして、新研修･交流プログ
ラムによる建築教育力向上､語学修得の意
欲、海外留学の動機付けなど、本学科の教
育目標である現場主義重視による、多元的
かつ効果的な教育効果が認められた。 
そこで、本教育プログラムの多元的教育
効果と学生のつよい要望を踏まえて、2021
年度新設予定の建築学科・専攻において､
本教育プログラムをカリキュラム化（単位
認定）して、高度な専門性と品質を確保し
た、新たな建築教育の枠組みつくりを提言
したい。社会要請としてのグローバル化に
は、伝統ある海外建築学部との学術交流が
必要であり、フィレンツェ大学とは既に学
部間協定の準備段階にある。 
 以上のように、新研修・交流プログラム
で明示された建築教育効果を生かすこと
により、世界と岡山をつなぐグローバルな
知見を備えた人材育成に資することがで
きると思料する。 
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Significance of Overseas Architectural Training Curriculum 
and International Exchange in Architectural Education: 
Prospects for the Department of Architecture 
and the Graduate School of Architecture Education Program Established in 2021 
Hiromitsu IWAMOTO ( Okayama Prefectural University) , Kazuhiro HATA ( Okayama Prefectural University) 
In order to train architects with an international perspective, it is essential to overseas 
architectural training and international exchange curriculum. Thinking that learning 
excellent traditional architecture is important for architectural design, the author and 
others got 77 student participants from 2014-18 and conducted training and exchanges 
in 9 countries, 23 cities for 4 times in total . The educational effect of this project is not 
only the acquisition of the living architectural history by experiences, but also the 
impression of the observation of the architectural space nurtures the creative power of 
the design, and thus opens the way to architectural theory. Therefore, we asked the 
questionnaire from participants in 2018 and verified the effect.  
Keywords：Overseas architectural training, International exchange, Curriculum, University of Florence 
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